^ 私 Victor 


取巧説明書 


デジタルコードレスサラウンドぺツドホンシステム 

IHP-W1500 





ffii 


nn iDOLBYl 

DIGITAL 

IU ル ■ ■■Id If 71 


四巧 


お買い上げありびと 5 ございまず。 

♦ ご使用の前に、この r 取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 
ccJrdles ; そしてお読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管してくださし、。 

♦ 製造番号は品質管理上重要なちのです。お買い上げの隙は HP - W 1 曰日日の製造 
番号び正しく記されているか、またその製造番号と保証書に記載されている 
製造番号び一致しているか、お確かめくださし、。 

主な特長 

♦ 「臭^^縮デジタ^レ赤夕«泉伝送で式&高効率デジタ J レアンプ」採用で、入力か5出力までフ J レデジタ J レ伝送。 
光デジタル入力か5アンプ出力段までを完全デジタル化。さらにデジタルアンプに専用の高精度マ 
スターク□ツク採巧により、極めてノイズび少なくク U アなサウンド再生を実現します。 

♦ 映画や音楽など様々なソースを迫力の臨場感で楽しめる「ドルビーへツドホン」技術搭載。 

♦ ドルビーデジタル/ド’ルビープ □ □ジツク U / DTS / MPE & SAAC の各サラウンド フォー マツ M こ対応。 
♦パワフル&ワイドレンジ大□径ゅ4日 mm 高磁カネオジウムドライバーユニツト採巧。 

♦ DVD やデジタル放送チューナーなどを同時に接続でをる光デジタル入力を2系統装備。 
♦手持ちのポータブルオーディオ機器などの音声び手軽に楽しめる前面入力端子。 

♦ U スニングポジションにを裕の赤外線到達距離約1 2 m (正面)。 

♦ 充電時充電池の取り外しび不要で、専用コードで簡単充電接続。 

♦へツドホンの電源の切0忘れにち対応するオートパワー日 FF 機能付き。 

♦ トランス S ツターの縦置き兼用のへツドホンスタンド付属。 

※縦置き用スタンドとして使用した場合、へツドホンスタンドとしてはご使巧になれません。 


ご使用になる前に 設置と接続 使い方 その他 
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安を上のごミ主意 


ご使用の前にこの r をを上のごま意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでを見6れる所に大切に保管してください。 
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•培表おについて 

製品を安全に正しくお使いいただき、お客様や化の人々への危害や財産への損害を未然に 
防止するための表示です。内容をよく理解してから本文をお読みください。 


- この表示を無視して、誤つた取扱いをすると、人が死亡または 
胃 E 3 重傷を負ラ可能性び想定される内容を示していまず。 


A ミ主意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う 
可能性び想定される内容または物の損害の発生が想定される 
内容を示していまず。 




A 記号はミち意(警告を含む)を促ず内容があることを告げるものでず。 

図の中に具体のなま意巧客(左図の場合は指を巧まれないよラ注意)が描かれていまず。 




爲記号は禁止の巧為であることを告げるものでず。 

図の中や近梧に具体的な禁止巧客(左図の場合は分解禁止)が描かれていまず。 

•記号は行為を強制したり指示ずるの客を告げるものでず。 

図の中に具体的な指示の客(左図の場合は屬原プラグをコンセントか 5 掘す)が描かれてし巧ず。 


A 警告 
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■万一、次のよラな異常が発生したとさは、そのまま使用しない。 

-煙び出ている、変なにおいびするなど異常のとさ 
-内部に水や金属物び入ってしまったとさ 
-落とした0、破損したとき 

-電源コード ( AC アダプター)び傷んだとを(芯線の露出、断線など) 


このよラな異常び発生したまま使用していると、乂災や感電の原因となります。すぐに 
電源を日 FF にし、必ず AC アダプターをコンセントか5抜いてくださし、煙び出なくなる 


のを確認してから販売店に修理を依頼してください。お客様による修理は危険ですか5 


0 


絶対におやめください。 

■ この機器を分解•改造しない。 

故障、火災‘感電の原因となります。 

























■電源プラグ ( AC アダプター)を巧くときは電源コードを引っ張 5 ない。 

コードに傷びつを、火災•感電の原因とな0ます。 

必ず電源プラグ ( AC アダプター本体)を持って抜いてください。 

■ AC アダプターの取り扱いについて。 

-この機器には専用の AC アダプターをご使用ください。それ！;(がのちのを使用すると、 
故障、火災‘感電の原因とな0ます。 

- AC アダプターを巧 や布団でおおった0、つつんだ0しないでください。熱びこもり、 
ケースび変形し、火災の原因となることびあります。風通しのよしが態でご使用ください。 
■ へッドホンを使用ずるとをは、音量を上げずぎない。 

耳を刺激するよラな大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることび 
あ0ます。 


巧用上のごを意 


■直射曰光やス I -ーブのよラな熱器具のおくなど、高温になるところに放置すると、変形•変質を 
まねくため、ご注意くださし、。 

■巧れびひどい場含は、中性洗剤などで拭き取ってください。シンナーやベンジンなどは、絶巧に 
使わないでください。 

■ イヤーパッドは通常の使巧や保存状態でち、経年変化で自然祟化する場合びあります。劣化時は早めに 
イヤーパッドの交換修理をお勧めいたします。 

■ 充電池の充電は周囲の温度び1日む〜3日での所で行なってください。 

■充電池を長時間使用しないときは、充電池の性能冀化を防ぐために半年に]回し U 上充電して、 

本体か5取り出しておいてください。 


巧電池の U ヴイクルにごいて 


■付属の巧電式載せにはリサイクル可能なニッケル水素巧載也を使用していまずので、ご使用 
済みの巧電式載也は、貴重な資源を守るために破棄しないで充電式電池リサイクル協力店へ 
お持ちください。(付属巧電油の金属部分にテープを貼り 、猶 


絶縁をしてあ 1寺ち < ださい。） 


このマークはニッケル水素 
巧電池の IJ サイクルマークです。 


■ 表示された電源電圧ながの電圧で使用しない。 

故障、火災•感電の原因とな0ます。 

■ニッケル 水素巧電池、充電器の取り巧いについて。 

-本磯！;(列で充電をしない。 

-プラス （+) とマイナス （一) の向きは、機器の表示のとおり正しく入れる。 

-プラス（十）とマイナス （一) の端テをショートさせない。また金属性のネックレスや 
コインなどと一緒に携帯しない。 

-加熱した0分解しない。火の中に入れない。 

-列装チューブをはびしたり、傷をつけなし、。 

-火のそばや高温になる場所で使巧したり充電しない。 

-充電中、発熱や変形その他、今までと異なることに気づいた5充電を中止する。 

-長時間使用しないときは、本体か5取り出しておく。 

-新しい電池と一度使用した電池や、種類の違ラ電池を混ぜて使巧しない。 

-取り扱いを誤ると、電池の液をれによ0、けびや周囲を汚す原因となります。万一、われた 
液び体についたときは、水でよく洗い流してください。 


A ミ主意 


まを上のごミ主意り ヴを) 


0 S ® A 


ご使用になる前に 


00O 
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|+|^/ f \ E &= n 付属の巧電池はお買い上げ時には十分 1 こ巧電されていません。 
1UI 。の 合 W 旭 诚おほし、になる励こおず巧電を行なってくださし、。间2ぺ-ジ) 


HP - W 1已〇日をお使いになる前に、付属品、添付物をお確かめください。万一不足しているちのびありま 
した5、お手数ですびお買い上げの販売店にご連絡ください。 



へツ ドホン 



トランスミッター 



AC アダプタ ー X ] 



単3形ニッケル へッ ドホンスタンド 

水素充電池 X 2 (縦置を用スタンド兼用） X 1 



縦置さ巧スタンド 
取り付け用ネジ X 2 



光デジタル接続コード 
り.曰 m) X 1 



スタンド金具 X 1 


取扱説明書 X 1保詔書 X ] サービス窓口案内 X 1ク IJ — ニン グク□ス X ] 


デジタルサラウンドについて 

ド ルビーベジ ドホンにごいて 

ドルビーラボラト U — ズび開発したへッドホンバーチャル巧術です。ドルビーデジタルや DTS 、 
MPEG -2 AAC などのマルチチャンネル音声や、ドルビープ□□ジック II でデコード処理された 
ステレオ音声まで、 2 ch ステレオへッドホンでサラウンドシステムの立体音場を体感でさます。 

ドルビーデジタル* *について 

ドルビーラボラトリーズび開発したデジタルサラウンド方式の一つです。音質を損なうことなく 
音亩 データを 圧縮し、 DV □の標準音青フォー マッ トとして採用されています。 

ド ルビー プ□□ジック n について 

すべての 3 ch ステレオ音亩を已 . Ich サラウンド再生するためのデコード技術です。 

DTS ** にごいて 

デジタル•シアター•システムズ社び開発したデジタルサラウンド方式の一つです。音青圧縮率を 
低くしたフォーマットのため、音に厚みのあるノイズのかない再生び巧能です。 

MPEG -2 AAC にごいて 

MPEG(Mcivin 呂 Picture Experts Group ) び開発した音青圧縮方式の一つで、最大己.1じりまで 
対応しています。高音質•高圧縮率を両立できるのび特徴で、目 S デジタル放送や地上デジタル放送で 
探用されています。 

* 本システムはドルビーラボラトリーズか百の実施権に基づき製造されていまず。 

Dolby、 ドルビー、 Pm Lo 邑 ic、"AAC" およぴダプル D 記哥ま、ドルビーラボラトリーズの商標でず。 

** 本システムはデジタル•シアター•システムズ社か5の実施権に基づき製造されています。 DTS および DTS VIR- 
TUAL は、デジタル•シアター•システムズ社の商標です。 

AAC パテントマーキング 

Pat . 已，848,391:己.2日1.已已7:已,4已1，9已4:已400 433：己，222，18日：己，3已7,已白4:已7已2 22已； 

已,3日4,473:已，已83,9巨2:已，274,74日：己,已33,98]:已297 23巨： 4,914,701：己，23已.67]; 07/ 

640.己已0:巳，已79,430: 08/已78.已邑6:白8/03037: 97/0287已： 97/02874： 98/03036：已 .227.788; 
已,2扫己,4日8:已,48 1.614： 已，已92,已84: 5,781,888： 08/039.478: 08/211，已47;己.703,9日日： 〇扫/ 

己77.04巨： 〇扫/894,844:己，299,238:已,2日 9 i 239: 已,299,240:已 .197.087: 5,490.170： 已,2已4,84已: 
4已,2已8,已扫已：已 i 37 已 il 8 日：已，已81，巨已4:己.已48.已74:己, 7] 7,82] 











各部の名称と働を 


©ホ巧線受光部 

左ちにあ0ます。 

@電化収納部 

③ OPEN (才ープン)スイッチ 

電池収納部のふたを開さます。 

④ CHARGE 【巧電)端子 

充電池使用の際、充電を巧ラとさにトランス 
S ッターの充電コードを接続します。 

(防] 2ぺージ） 

⑤ フリーアジャストバンド 

頭に装着すると自動的にへッドバンドの位置が 
調節されます。 


© VOL (ボリューム)ボタン 

音量を調節します。巧したままの状態にすると 
連続で調整でさます。 

逆へッドホンの韻は、前回氧原細ったときの 
韻になってしなす。入カソースにより韻び 
異なります。装着する前に必ず音量を禮忍、して 
<ださい。 

⑦ POWER (電源)スイッチ 

へッドホンの電源を日 N / 日 FF できます。 

通電源ランプ 

へッドホンの電源び日 N のときに点灯します。 


へツドホン 


ご使用になる前に 
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香讶!の名称と働を(つヴき) 


トランスミッター天面 



① POWER (電お)ボタン 

トランスミッターの電源を ON / OFF (スタンバイ）します。 

充電池の充電中は、働さません。 

② STANDBY (スタンバイ）ランプ 

トランスミッターの電源を OFF (スタンバイ）にすると待機状態になり、点灯します。 

③ CHARGE (巧電)ランプ 

充電池を充電中に点滅します。充電び終了すると点なします。 

④ INPUT (入力切巧え)ボタン 

くり返し押して入力 （DGTL 1 /DGTL 2/ ANLG ) を切換えます。ぺージ） 

⑥ DOLBY PRO LOGIC 取ドルビープロロジックのボタン 

くり返し押してドルビープ□□ジック n のモード ( AUTO / MOVIE / MUS に/ OFF ) を切換えます。 
(防=1已ぺ—ジ） 

⑥ DOLBY HEADPHONEC ドルビーへッドホン)ボタン 

くり返し巧してドルビーへッドホンのモード （ DH 1 /DH 2 /DH 3/0 F 円を切換えます。 

(防 "1 己ぺージ） 
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①赤巧線発が部 

@デコードモードインジケーター 

入力された音青信号を自動的に検知して、表示 
します。（陪1日ぺージ） 

③乂カモードインジケーター 

入力切換え ( INPUT ) ボタンで選ばれた入力を 
表示します。 （<^14 ぺージ） 

® ドルビープ□□ジジク n モードインジケーター 

選んでいるドルビープ n □ジック II のモード 
(AUT 日 /M 日 VIE / MUSIC ) を表示します。 

(陪]巳ぺージ） 


⑥ ド ルビーべッ ドホン モー ドイン ジケーター 

選んでいるドルビーへッドホンのモードに H 1/ 
DH 2 /DH 3) を表示します。（際1已ぺージ） 

©LINE IN (前面)端子 

アナ□グ信号の入力端テです。デジタルオー 
ディオプレーヤーなどのアナ□グ音声出力端子 
と接続します。（陸 M 日ぺージ） 

ミち ） LINE IN (前面)端テと LINE IN (背面)端テ 
の両方に再生機器を接続している場含は、 
LINE IN (前面)端テに接続している再生機 
器び優先されます。 (0^1] ページ） 


トランス5ッター背面 



©DC IN 日 V 端子 

付属の AC アダプターを接続します。 

(防]日ぺージ） 

©LINE IN (背面)端子 

アナ□グ信号の入力端テです。ビデオデッキ 
などのアナ□グ音青出力端子と接続しまず。 
(防]日ぺージ） 

ま ） LINE IN (前励端テと LINE IN (背面)端テ 
の両方に再生機器を接続している場含は、 
LINE IN (前面)端子に接続している再生機 
器び優先されます。 (0^1] ページ） 

風 ATT スイッチ 

LINE IN 偶励端子の韻を調整します。通常は 
「一8 dB 」 にして使用します。 

LINE IN 销風端子に接続した機器からの音量が 
ルさいときは、 r 日祀」に切換えてください。 


逆 ATT スイッチは 、 LINE IN (背面)端テに接続 
した機器か5の入力のみに有効です。 

を）必ず接続機器の音量をかさくしてから切換え 
て < ださい。 

ま） 「 OdB 」 で音びひずむときは、 r - SdB 」 に 
切換えてください。 

©DIGITAL IN 1/2端子 

光デジタ J W 言号の入力端子です。 DV □プレーヤー 
などの光デジタル音青出力端子と接続します。 

(岐1日ぺージ） 

⑥巧電コード収納部 

ふたの内部に充電コードび入っています。ヘッド 
ホンの充電池を充電するとをに使用します。 
(臨12ぺージ） 





























































































トランスミッターの設置 


トランスミッターか日の赤外線び届く範囲は、およそ下図のとおりです。 

範囲内でへッドホンび使巧できるよラに、トランスミッターを設置してください。 
ホが線び届かない場含、へッドホンに S ユートびかか0音び出ません。 

上か6見た回 横か6見た回 




くごま意> 

♦ 壁や不透明なガラスなどの障害物は赤外線を通しません。必ずトランスミッターび直接見える位置 
でお使いください。またプラズマディスプレイの近くでご使用になるなど、設置する部屋の条件に 
よっては使用できる範囲び狭くなることびあります。 

♦ トランスミッターは水平な場所に設置してください。また放熱礼をふさびないようにしてくださし、。 
♦ 赤外線発光部の明るさび均一でない場合びあ0ますび、赤か線の届く範囲などの性能に影響はあり 
ません。 


バ P 。 ■戸。■苗4デジタルコードレスシステムについて 

クグ戸。|戸。|了鮮^マークは当巧のデジタルコードレスシステムマークでず。 

ホが線利巧の光伝送システムは、その固有の特性か5、ご使用の際には下記事項を参考にしていたださ、 
最適な U ス ニン グ環境のもとで充分にお楽しみください。 

♦太陽光に含まれる赤外線:太陽光には、紫が線か5赤外線を含め幅広い波長の光び含まれています。 
本システムび使巧する赤が線もこの中に含まれており太陽光による影響を受けやすくなっています。 
屋外、窓ぎわ、サンルーム等、直射日光の当たる場所でのご使用は避けてください。 

♦光の直進性:光は障害物によって遮断されます。必ずトランスミッターを直接見通せる位置でご使巧 
くださし、。 

♦光の反が:室内でも、採光び良く、壁•家黯び白色系統の場合、光の反射び生じ、雑音の原因になります。 

このよラな場含、トランス S ッターとの距離を近づけ、影響を受けないよラな状態でご使巧ください。 
♦光の減衰:光は光源から離れるに従い弱まります。本システムは、トランスミッターとへッドホンの 
距離を中央で約] 2 m 攻内として、最適なリスニングポジションでご使用ください。 

♦外来ノイズ:プラズマディスプレイの近くなど赤が線の影響を強く受ける場所に設置すると、音び 
とぎれる場含びありまず。また赤外線び届く範囲び狭くなります。 


へツドホンスタンド(織置を用スタンド兼用)巧取り付ける 

へツドホンスタンド(縦置き用スタンド兼用）にスタンド金具を取り付けてへツドホンスタンドとし 
て使用できます。また、付属のネジを使って、トランス S ッター縦置きスタンドとしてち使用できます。 
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スタンド金具 
取り付け巧 



















へッドホンスタンドとして®用ずる場合 

へッドホンスタンドのスタンド金具取り付け巧に、スタンド金具をしっかり差し込みます。 


くごま意> 

♦ スタンド金具は一度挿入した5がさないでくださし、一度挿入したスタンド金具を引を抜くと、再 
び取り付けたとさにスタンド金具の保持力び弱くなります。 

♦ へッドホンスタンドは水平な安定した場所に設置してください。 

♦ へッドホンを掛けるときは、スタンド金具び倒れないよう静かに掛けてください。乱曇な掛けかたを 
すると、へッドホンスタンドび倒れるおそれびあります。 


トランスミッター織置き用スタンドとして使用ずる場舍 

へッドホンスタンドとトランスミッターを付属のネジでしっかり固定します。 


トランスミッター裏面 


くごま意> 

♦ トランスミッターの縦置き用スタンドとして使用した場合は、へッドホンスタンドとしては使用で 
きません。 




な家 


スタンド金具とヘッド 
ホンスタンドびコの字 
型になるよラに挿入し 
て < ださい。 
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接続のしかた 

ずべてのコードの接続びおわるまで、 AC アダプター巧コンセントに是し a まないで < ださい。 


トランス5ッター背面 



DVD レコーダー/プレーヤーなどデジタル放をチユーナーなど 




























































































ポータブル機器のアナ□グ接続について 

♦ ポータブル機器のステレオへッドホン端テか5トランスミッターの LINE IN (前面)端テ / LINE IN 
(背面)端テに接続するときは、!; TF の接続コード等をお使いください。 

LINE IN (前風端テ:ステレオミニプラグーステレオミニプラグ(別売り） 

LINE IN 槽風端テ:ステレオミニプラグーピンプラグ x 2( 別売り） 

♦ ポータブル機器のステレオへッドホン端テからトランスミッターの LINE IN (前面)端テ、または LINE 
IN (背面)端テに接続しているとき、接続機器の音量びルさいとノイズび発生することびあります。 

電源の接続について 

♦ AC アダプターは、一番最後に接続してくださし、。 

♦ AC アダプターは、家庭用 AC 1 日日 V コンセントに接続してください。 

♦ 他の AC アダプターを使巧すると故障や火災、感電の原因となります。必ず付属の専用 AC アダプター 
をお使いください。 

♦ 長時間お使いにな5ないときは、 AC アダプターをコンセントからおいてください。 

デジタル機おとの接続 

♦ 光デジタル接続]-ドは非常に精密に作5れています。このため、 ]- ドをかさく (半径2日 mmUTR 
曲げたり、折ったりしないでください。また、が部か5の力や衝撃に対して弱くなっておりますので、 
プラグを抜き差しするとをは T 寧にお取り扱いください。 

♦ HP - W 1 已00のトランスミッターには AC -3 RF 端テび装備されていませんので、 LD プレーヤーの 
AC -3 RF 信号を直接入力することはでをません。 

♦ HP - W 1 己日日のトランスミッターのデジタル入力は、 44.1 kHz および 48 kHzU ： m のサンプ U ング周波数 
には対応していません。。\/。プレーヤー側のデジタル出力に関する設定を 48 kHz にしてお使いください。 
また、巨 S 放送の A モードや DAT の LP モード(サンプリング周波数 32 l < Hz ) のと动ま、アナ□グで入力して 
<ださい。 

♦ 2台し U 上の機器と接続するとをは、別売りの光デジタル接続コードをお使いください。 ( XN -1] 已 SA 
などの光角型） 

LINE IN (前面/背面)端子の 優 巧順位について 

♦ LINE IN 備励端子と LINE IN 槽風端テの両方に再生機器を接続している場含は丄 INE IN (前面） 
端テに接続している機器の音青び優先されます。 

♦ LINE IN 谱励端テに接続している機器の音声を聞くときは丄 INE IN (前励端テには機器を接続 
しないで < ださい。 


( 1:出力されまず X :出力されません 


LINE IN 

(背面)端子 ^ 

@ 



ミ SS 色 Victor SSSS 

が 7 oTT «= 口 9 

□ □□□ 鱼 VI が or □□□□ 

吕吕吕 S バ Rip で (ft gggs 

6T7 OTT « 

SSSS 夕 —Victor SSSS 

O 0 D な口日 巧 ! 巧 

(前面)端子 




設置と接続 


V, 
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巧電のしかた 


巧電池の入れかた 


1 へッドホン L 側の日 PEN はープン） 

スイッチを矢印ので向へ押し上げます。 

2 電池収納部のふたを左側へ開定ます。 

3 極性表示 ( +と一）どおりに付属の充電池を 
入れます。 

4 ふたを閉めます。 

•市販の単3形乾電池もご使用いただけまず。 

(付属の充電池!^处がは充電しないでください。） 


ま）電池収納部のふたは開くとがれます。 
閉めるときは、結含部をち図のように 
はめ込んでください。 



巧電のしかた 

トランスミッターの充電コードをへッドホンの CHARGE 筑電)端テに接続するだけで簡単に充電び 
行なえます。 

1 AC アダプターを家庭用 AC コンセント ( AC 1 日 0 V ) に接続します。 

2 AC アダプターをトランス S ッターに接続します。 

3 へッドホンの電源を日 FF にします。 

4 トランスミッター背面の充電コード収納部か5充電コードを出し、へッドホンの CHARGE (充電） 
端テに接続します。伉電び開始されます。 CHARGE (充電)ランプ点滅） 

5 充電び終了した5に HARGE 伉電)ランプ点灯)、充電コードをへッドホンからがします。 


充電中は CHARGE (充電)ランプび 
点滅します。充電び終了すると点灯します。 



12 



























巧電中は 

♦充電中はトランスミッターの電源は日 FF (スタンバイ）になります。充電體にトランスミッターを 
操作するときは、充電]-ドをへッドホンか日巧き、 P 日 WER 價源)ボタンを押して電源を日 N に 
して < ださい。 

♦巳 HARGE (充電)ランプの点滅中または点灯中はトランスミッターの P 日 WER (電源)ボタンは働 
をません。トランス S ッターを使用するとさは、充電コードをへッドホンから抜いてくださし、。 

♦充電はへッドホンの P 日 WER (電源)スイッチを日 FF にしてか日行なってください。充電中 、 POWER 
(電源)スイッチを日 N にするとへッドホンは作動しますび、充電にかなりの時間びかかります。 

電池の话巧可能時間の目安 

♦付属の充電池:約8時間の充電で、最大約1目時間(使用頻度によって変わります。） 

♦市販の単3あアルカ U 乾電池*:約1日時間 

* お使いの乾電池によって使用可能時間は異な0ます。 

巧い終わった6 

♦長時間使用した5、へッドホンの P 日 WER 健源)スイッチを日 FF にして、充電してください。 

こんなとをには巧電を… 

♦音び出ないとを。 

♦へッドホンの電源びすぐ切れるとさ。 

♦ヘッドホンの受信距離び短くなったとさ。 

し、 

巧電おの寿命について ^ 

♦電池をあま0使巧していない状態での充電をくり返すと、充電池の寿命び短くなります。できるだけ 
電池を使い切ってか5充電してください。 

巧電おの究換について 

♦十分に充電してち使える時間び短くなったときは、充電せずに何度か音び出なくなるまで使巧して 
から、わう一度充電してお使いください。使用時間び回復します。 

♦上記の充放電を巧なってち使える時間び通常の半分政下になったとさは、充電池の寿命です。専用 
充電池の交換の隙は、別紙のビクターヴービス窓口案内をご覧のラえ、おおくのビクターサービス 
センターにご相談ください。 

へジドホンの才ートパワ ー OFF 機能 

♦へッドホンの電池を長持ちさせるため、オートパワー日 FF 機能を装備しています。トランス S ッター 
に音声信号び入5ないと、おおよそ10分後にへッドホンの電源び自動的に日 FF になります。また、 
トランスミッターに信号び入っていても赤外線び届く範囲外にへッドホンびあると、約7分後に 
へッドホンの電源び自動的に日 FF になります。ちう一度電源を日 N にするには、へッドホンの電源 
スイッチをいったん日 FF にし、約2秒後に再び日 N にしてくださし、。 

ま）1電源スイッチはオートパワー日 FF の状態のまま放置せず、気びついたとさには電源スイッチを 
日 FF の位置にしてください。 

まにトランスミッターは音青信号び約3分間入5ない状態び続くと、赤外線出力び自動的に停止し 
ます。トランスミッターの電源はオートパワー日 FF 機能にはなっていません。 
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基本の操作 

1 トランスミッターに接続した機器の電源を入れる。 
2トランス S ッターの電源を ON にする。 



3 へッドホンの電源を ON にずる。（電源ランプ点な) 



4 INPUT (入力切換え)ボタンをくり返し巧して、聴きたい機器を選ぶ。 



選んだ入力のインジケーターを表示します。 

110: □に JAL IN 1端子に接続した機器を選んでいるときに点灯表示します。刷期状態） 

□に ITAL IN 2端テに接続した機器を選んでいるときに点灯表示します。 

丄 INE IN (前面)端テ / LINE IN (背面)端テに接続した機器を選んでいるとをに 
点灯表示します。 

ま）入力切換えを巧なつたとをにノイズび発生することびありますび、故障ではありません。 

ま ） LINE IN 觸励端テに接続している機器の音声を再生する場合は丄 INE IN (前面)端テには機器 
を接続しないで < ださし、。 
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5 接続した機器を再生する。 

入力された音声信号に対応するデコードモードインジケーターび自動的に点灯表示します。 

□□ d |； ドルビーデジタル音声び入力されているときに点灯表示します。 

I 朋 I :ドルビープ □□ ジック n 機能び働いているときに点灯表示します。また、入力信号のないときも 
点な表示します。 

iDTsj ： DTS 音青び入力されているとさに点な表示します。 

I 您ろ 2 |: mpeg - 吕 AAC 音声び入力されているときに点打表示します。 

6 ド ルビーへッ ドホンとド ルビー プ□□ジ ック II のモー ドを選ぶ。 

DOLBY HEADPHONE ( ド J レビー へツ ドホン)ボタンと DOLBY PRO LOG に IK ド J レ ビープ□□ジツ 
ク II )ボタンをくりあし巧して、モードを還びます。 



選んだモードのインジケーターび点な表示します。 

ドルビーへッドホンのサラウンド効果 

阮 TI モ-ド： 5キシングルームのよ5な残響を抑えた空間を再現します。 

阿11モ-ド：適度に残響のある一般的な U スニングルームのよ5な空間を再現します。(巧期状態) 
阮 1] モ-ド：か規模な映画館やコンサートホールのよラな空間を再現しまず。 

OFF ： ずべてのインジケーターび消打し、ステレオ音声になります。まに、ドルビープ □ 

□ジック II モードインジケーターちすベて消なし、何ち表示されません。 

ドルビープロ□ジック II のサラウンド効ま 

lAUTOl モー ド：入カソース によって ImovieI モー ド'か |mus に I モー ドび自動で還ばれます。（初期状態） 
■デジタル入力で吕 ch の DVD を再生したときは 向而印 E — ドび還ばれます。 

•アナ□グ入力のとさは入カソースに関わらずモードび選ばれます。 
•デジタル入力で CD ' M □を再生したときはモードび還ばれます。 

两 i 1 モ-ド：映画の再生に適したモードでず。またドルビーサラウンドで記録された作品にち 
適してし''ます。 

阮雨 モード:音楽の再生に適したモードです。 

OFF ： すべてのインジケーターび消灯し、何ち表示されません。 


7へッドホンの音量を調節ずる。 

ま）へッドホンの音量は、前回電源を切ったときの音量になっています。入カソースにより音量び 
異なります。へッドホンを装着する前に必ず音量を確認してください。 






























な障かな？と思った s 


故障かな？と思ったら修理に出す前に次の事をお確かめください。 


活巧 

原因 

巧処 

へッドホンの 
電源び入らない 

充電されていない。 

充電する。または新しい乾電池と巧^する。 

オートパワー日 FF 機能び働いて電源び 
日 FF になっている。 

P 日 WER (電源)スイッチを日 FF にして、 
約3秒樓に再び日 N にする。 

トランス云ッ 
ターの電源び 
入5なし、 

AC アダプターび接続されていない。 

AC アダプターの接続を確認する。 

充電コードびへッドホ: y に接続されている。 

へッドホンから充電コードを巧く。 

音び出ない 

充電されていない。 

充電する。または新しい乾電池と刻^する。 

接続機器び再生されていない。 

接続機器の電源を入れ、再生を始める。 

へッドホンの電源が日 FF になっている。 

へッドホンの電源を日 N にする。 

へッドホンの音量びかさし、。 

へッドホンの音量を上げる。 

アナ □ グ接続の場合、接続機器の音量び 
かさし、。 

接続機器の音量を上げる。 

DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)の 

DTS デジタル音声出力設定び r 日 FF 」 や 
r 切」の状態で、 DTS 音声で収録された 
DVD を再生している。 

DVD プレーヤーに付属の説明書を 
ご覧になり、 DTS デジタル音青の出力 
設定を r 日 N 」 または「入」に切換える。 

DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)と 
トランスミッターをアナ□グ接続して 
いる状態で、 DTS 音青で収録された DVD 
を再生している。 

デジタル接続に変える。 

ホが線の届<範囲がでへッドホンを使用 
してし''る。 

ホが線の届 < 範囲内で使用する。 

トランスミッターとへッドホンの間に 
障害物びある。 

障害物びないか確認する。 

またはへッドホンのホが線受光部を 
髪の毛や手で覆っていないか確認する。 

トランス S ッターをプラズマディスプレイ 
の近くなどに設置している。 

トランス5ッターにおづいて使用する。 

デジタル入力 
の音び出ない 
または音切れ 
する 

近くでドライヤーを使ラなど、が部か5の 
影響を受けている。 

アナ□グ入力を使用する。 

アナ□グ入力 
の音びひずむ 
または雑音び 
出る 

トランスミッターの ATT スイッチび 
「日服」に設定されている 。 （LINE IN (背 
面)端子に接続した機器のみ） 

ATT スイッチを「-8服」に切換える。 

接続機器の音量び大さい。 

接続機器の音量を下げる。 

アナ□ブ人力 
の音びかさい 

トランスミッターの ATT スイッチび 
r -8 clB 」 に設定されている 。 （LINE IN 
诣風端テに接続した機器のみ） 

ATT スイッチを I M 目」にが換える。 

接続機器のへッドホン端テと接続した場 
合、接続機器の音量びかさい。 

接続機器の音量を上げる。 

雑音びをい 

接続機器の音量び大さい。 

接続機器の音量を下げる。 

サラウンド瑚果 
び得られない 

ドルビーへッドホンモードび日ドドに 
なっている。 

rOH 1 」、「DH 2」、または 「DH 3」に設 
定する。 

ドルビープ□□ジック II モードび日 FF に 
なっている。 

「 AUT 日」、 「 M 日 VIE 」、 または 「 MUSK 」 

に設定する。 
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をげ 

原因 

巧処 

ドルビーデジ 
タルの音声び 
聴けない 

DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)の 
デジタル音青の出力設定び rPCM 」 に 
なっている。 

DVD プレーヤーに付属の説明書をご覧 
になり、デジタル音青の出力設定を 
「Dolby Di 資 itaU に設定する。 

-ドルビーデジタルフオーマットで記録 
されていない信号を再生している。 

•現在再生しているチャプターの音声び 
ドルビーデジタルの信号ではない。 

ドルビーデジタルフォーマツトで記録 
されたディスクまたはチャプターを再 
生する。 

DTS の音声び 
聴けない 

DVD プレーヤー(ゲーム機を含む)の 

DTS デジタル音青の出力設定び「日 FF 」 

や「切」になっている。 

DVD プレーヤーに付属の説明書をご覧 
になり、 DTS デジタル音声の出力設定 
を r 日 N 」 や r 入」に切換える。 

DVD プレーヤーび DTS に対応してし、なし、。 

DTS に対応した DVD プレーヤーで再生 
する。 

- DTS フオーマットで記録されていない 
信号を再生している。 

•現在再生しているチャプターの音声び 
DTS の信号ではなし、。 

DTS フォーマツトで記録されたディスク 
またはチャプターを再生する。 

MPEG -2 AAC 
の音青び聰ブ 
ない 

デジタル放送チューナーのデジタル音声 
の出力設定び rpcM 」 になっている。 

デジタル放送チューナーに付属の説明 
書をご賣になり、 MPEG -2 AAC 信号び 
出力されるように設定する。 

ドルビープ □ 
□ジック II 
モードインジ 
ケーターび 
点の"しない 

ドルビーへッドホンモードび日 FF に 
なっている。 

rOH 1 」、「DH 2」、または 「DH 3」に 
設定する。 

ドルビープ □□ ジック II モードび日ドドに 
なっている。 

「 AUT 日」、 「 M 日 VIE 」、 または 「 MUS に」 

に設定する。 

充電できない 

乾電池や付属];(がの充電池び入っている。 

付属の充電池を入れる。 

電池の向さ （+ と一）び間違っている。 

電池を正しい向舌で入れ直す。 

AC アダプターび接続されていない。 

AC アダプターの接続を確認する。 


そ 

の 

他 
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増設ぺッドホンについて 

本デジタルコードレスサラウンドへッドホンシステムには、2人政上でお楽しみいただくためにへッドホンのみを 
別売でご用意しております。 

■ HP-W1 已 OOH オープン価格 


主な欄 


※仕様およびか観は改善のため、モちなく変更ずることびありますのでご了巧くだをし、。 


トランスミッター 


•-般仕様_ 

伝送方式： デジタル赤が線伝を 
伝送帯域：10 Hz 〜 221000 Hz (サンプ U ング周波数 
48kHz 時） 

到達距離： 正面約 12m 
♦付属品•添付物 

保証書 X 1 
取扱説明書 X 1 
サービス 窓□案内 X ] 

単 3 あニッケル水素充電池 X 2(J4748 目- 00 ]) 

専用 AC アダプタ ー X ](J 47488 -日 01) 

へッ ド ホンスタン ド (縦置き用スタン ド 兼用 ）X ] 

縦置を用スタンド取り付け巧ネジ X 2 
スタンド金具 X ] 

光デジタル接続コード (1 .已 m ) X 1 
ク U —ニングク□ス X ] 

•へッドホン ( HP - W 1 己00 H ) 

型式： ダイナ=ック型 
使用ユニット： □径 40mm 
再生周液数帯域： 10 Hz 〜 22,000 Hz 
電源： 専巧ニッケル水素充電池 (1.2V/21 00 mAh) X 2 
または単 3 あ乾電池 (1 .己 V)x2 
電池持続時間： 専用充霞也で約1巨時間(約8時間充電時） 
アルカ U 電池で約 1 己時間 
質量： 34 日 旨 (専用充電池含む） 


再生可能 フォー マット： 

ドルビーデジタル （ ドルビーサラウンド EX) 

ドル ビープ □□ジ ック n 
DTS(DTS-ES e.lch) 

MPEG-2 AAC 

PCIVKFs 二 44.1 kHz'48kHz) 

サラウンド機能： 

ドルビーへ ッ ドホン (DH1/DH 2/DH 3) 

ドルビープ □□ ジ ック凸 (AUTO/MOVIE/MUS に ) 
入力端子 ( 前面）：ステレオミニ X ] 

入力端子 ( 背面）： 光角型 X 2、 RCA ピン X 1 
電源 ： DC 日 V 800 mA 傳用の AC アダプターを使用） 
最大がおサま： 

幅 21 .5cm X 高さ 4.3cm x 奥行 1 2.5cm 
質量： 370 邑 
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巧証とア フターヴー ビス 

• 保話書は必ずお受け取りください 

この商品には保証書を別途添付しております。保証書はお買い上げ販売店でおミ度ししまずので、所定事項の記入、お 
よび記載内容をご確認いただを、大切に保存してください。 

• 保話期間について 

保証期間はお買い上げ曰より]年間です。保証書の規定に従って、お買い上げ販売店にて修理させていただきます。 
その他詳細は保証書をご覧<ださい。 

♦ 保証期間経過をの修理について 

保話期間経過後の修理については、お買い上げ販売店にご相談ください。修理によって機能び維持できる場をは、 
お客様のご要望により有料で修理いたします。 

• 補修用性能卽品の保有期間について 

当社は、このデジタルコードレスサラウンドへッドホンシステムの補修巧性能部品を製造打ち切り體、8年間保有し 
ていまず。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 

♦ 修理を依頼されるときは 

r 故障かな？と思ったら」の备項目をよくお読みのうえ、再度お調べください。それでも具合の悪いときは、お買い上 
げ販売店に;欠のことをお知らせください。 

■ ビクターデジタルコードレスサラウンドへッドホンシステム 
HP - W 1500 
■お名前とおところ 
■ 電話番号 
■故障症状(詳し <) 

なお修理のご巧命の際は必ず本システム全体をご持参ください。 

♦ アフターサービスについてご不明な点は 

ご転居、ご贈答、その他アフターサービスについてご不明な点は、お買い上げの販売店、または別祇サービス窓□案内 
をご覧のうえ、最寄りのサービス窓□にご相談ください。 

お客様の個人情報のお取り扱いについて 

ご相談窓□におけるお客様の個人情報につをましては、日本ビクター株式芸社およびビクター 
グループ関係会社化 TF 、 当社)にて、下記の通り、お取り扱いいたします。 

♦お客様の個人情報は、お問い含わせへの対応、修理およびその確認連絡に利用させていただき 
ます。 

♦お客様の個人情報は、適切に管理し、当社び必要と判断する期間、保管させていただをます。 
♦次の場含を除走、お客様の同意なく個人肩報を第王者に提供または開示することはありません。 
① 上記利巧目的のために、協力芸社に業務委託する場合。当該協力会社に対しては、適切な管理 
と利用目的がの使用をさせない措置をとります。 

® 法令に基づいて、司法、行政またはこれに類する機関か5情報開示の要請を受けた場を。 
♦お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきましたご相談窓口にご連絡くだ 
さい。 

V _ J 


その他 
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ご相談や修理は 


ビクター製品についてのご相談や修理のご依巧は、 
お買い上げの販売店にご相談ぐださい。 

お居されたり、贈答品などでお困りの場合は，下記の相談窓□にご相談くださし、。 


お買い物相談や製品についての全般的なご相談 
お客なご巧設センター 


つ IJ - タイサル 

函 


0120-2828-17 


携帯電話 •PHS■FAX などからのご利用は 

電話 (045) 450-8950 
FAX (04 已） 450-2275 

干 221-8528 横ち市巧奈川区守屋阳 3-1 2 


• ご相談窓□におけるお客様の個人情報のお取り扱いについては、1日ページをご覧ください。 

ビクターインターネットホームぺージアドレス http :// www . victor . co . jp / 

曰本ビクター株式会社 

AV & マルチメディアカンパニー 
〒吕21 -8528 神奈 j 11県横お市神奈 J 11区守屋町 3- 12 
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